
   

  

自分がうまく行かないことや自分で諦めてしまったことを他人（ひと）のせいにする人がいます。 

本当に他人が悪いのでしょうか。もう一度、よく考えてみる必要があります。  

自分の最大の敵は誰でもなく、自分自身です。勉強しないのも、遊びに夢中になってしまうのも決ま

りや約束を破って注意されるのも、苦しいとき、疲れたとき諦めてしまうのも、興味本位でしたことが大き

な痛手となって返ってくるのも、すべて自分の責任です。  

ですが、自分の一番の味方も自分自身です。勉強が好きでなくても、やらなければと奮い立たせる

のも自分だし、最後まで頑張り抜くのも自分、自己管理をしっかりして、先を見通して生活するのも自

分です。もう一度、今の自分の姿を見つめ直して、冷静に判断してください。  

さて、今年の夏休みは、３９日間です。夏休みは、時間を有効に使えるときです。普段時間がなく

て、できなかったことにチャレンジする。１学期にできなかったこと、わからなかったこと、うまくいかなかっ

たことなどを克服できるようする。この休みを計画的に過ごし、将来の自分に向けて、夢・志を実現する

ための充電期間にしてください。  

「意識」が変われば、行動が変わります。「行動」が変われば、「結果」が変わります。この３９日間を

短いと感じるか、長いと感じるかは、皆さんの心がけ次第です。  

怪我や病気に気を付けて、健康管理をしっかりと行い、規則正しい生活をしてください。  

特に、自分を大事にしてください。命を大事にしてください。自分を傷つけたり、他人を傷つけたりす

ることがないようにしてください。皆さんの命は、掛け替えのない命です。誰かが代われるというものでは

なく、「あなた」でなければ駄目なのです。命を大事するとは、「自分」を大事にすることです。皆さんは、

代わりのいない大事な存在であること、唯一無二の存在であることを自覚してください。これらのことをし

っかりと守り、２学期の始業式では、自信に満ちた表情のみなさんに会えることを楽しみにしています。  

 

７月９日（火）の第１校時、講師をお招きして「中学生の生と性」と題した「性に関す  

る講演会」を 3 年生対象に実施しました。代表生徒が「今日のお話の内容を心に留  

め、正しい選択と行動ができるようにしていきたい。」と、話していたのが印象的でした。  

 

７月６日（土）、南中学校と桜ケ丘小学校を会場に、第１回資源回収を実施しまし  

た。朝からとても暑い日でしたが、３年生が協力してくれたお陰で、スムーズに作業が  

進みました。多くの資源を提供していただいた地域の皆様、有り難うございました。  
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日本近代経済の父と称される渋沢栄一翁が、新しい１万円札の顔になりました。  

栄一翁は、約 500 にも上る企業を設立し、100 年以上も続く企  

業を育てました。  

さらに、栄一翁は、約 600 もの社会公益事業に参加して、慈  

善活動の支援に尽力してきました。こうした栄一翁の功績が高く  

評価され、今回の肖像となりました。  

栄一翁は、国利民福を唱えました。国利民福とは、国が豊か  

になり、国民が幸福になることです。  

栄一翁は、公の利益を求めるために、人やお金を集めて事業  

を進め、そこで得た利益を多くの人に還元することが事業の目的  

であると主張しました。これを合本主義と言います。  

栄一翁は、「企業の目的が、利益を追究することであるのは間  

違っていないが、その根底には、道徳が必要であり、国や人類の繁栄に責任を持つことを企業は忘れ

てはいけない。国のため、人々のため、社会全体の幸福につながらなければならない。」と考えました。

これを道徳経済合一説と言い、この考え方をまとめたのが『論語と算盤（そろばん）』です。  

後に、栄一翁は、「今日の自分があるのは、故郷で学んだ漢学のお陰である。」と言っていたそうで

す。自らの判断の拠り所を『論語』におき、一人の幸せのためではなく、皆の幸せを求めて、彼は「算

盤」、つまり、経済を経営の柱にしました。  

経済とは、「経国済民」の短縮形です。「経国済民」とは、「国を治め、民を救済すること」です。少

年時代、身近な大人の働く様子を手本として、家業の藍玉製造を手伝ったことが、商業への興味付

けになり、「あんたが嬉しいだけじゃなくて、みんなが嬉しいのが一番なんだで」の母の教えが、栄一翁

を支えたと言えます。  

ふるさと深谷で過ごした２３年が、今日の栄一翁を育んだと言えるのではないでしょうか。  

母の慈悲深さと父の誠意ある経営術を身に付けた栄一翁は、度重なる挫折に遭いながらも、志を

大きくして進み、今日の私たちを導いてくれています。  

栄一翁の玄孫（やしゃご：孫の孫のこと）である、渋沢健さんは、栄一翁のことを現状に満足しない

未来志向の人だと言っています。みなさんも栄一翁のように、現状に満足しない未来志向で、自分の

人生を豊かにしていってください。  

栄一翁が、新１万円札の肖像になったことで、益々、身近な存在となったことに間違いありません。  

栄一翁の記念すべき日を迎え、改めて、その功績を讃えて、みんなでお祝いしましょう。  

 

深谷市立南中学校              令和６年７月１９日（金）  
３９日間の長い休みを上手に活用しよう    ～  夏休みを有意義に過ごすために  ～ 

現状に満足せず 未来に向かって進もう！   ～ 祝  栄一翁新紙幣発行記念行事  ～ 

８月の主な行事                  ※ 予定は，変更になる場合があります  

郷土の偉人、栄一翁の如く、現状に満足せず、未来志向の人となれ！  

緑学年の笑顔と協力の１ページ     ～  ２年生宿泊体験学習  ～ 

ご多用のところ、保護者の皆様には、７月２２日（月）から３１日（水）までの８日間、１・２年生

の家庭確認訪問、３年生の三者面談で、お世話になります。よろしくお願いいたします。  

性に関する講演会を実施しましたジ 

   ～ ２年生宿泊体験学習  ～ 

第１回資源回収を実施しました  

長い休みを迎える前に，自分自身の心を整えられるようにしよう！ 

緑学年の笑顔と協力の１ページ     ～  ２年生宿泊体験学習  ～ 


